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議　員　ひきこもり相談窓口の現状と
市民への周知について伺います。
福祉こども部長　本市では、令和４年
度より伴走支援センターを開設し、ひき
こもり状態の人やその家族に寄り添っ
た支援を行っています。周知について
は、ホームページや広報への掲載の他、
関係機関にリーフレットを配布していま
す。

議　員　伴走支援センターの現状と
課題について伺います。
福祉こども部長　伴走支援センター
の現状ですが、職員２人体制で対応し
ており、うち１人は他の業務との兼務で
す。専用の相談室を設けていないため、
本庁舎内の会議室を利用しており、急

8050問題とひきこもりの対策
及び支援について
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議　員　太田市総合体育館について、
群馬クレインサンダーズの利用が優先
されており、市民が利用できない、条
例・規則違反となっている実態が指摘
されていますが、是正のための対応を
伺います。
文化スポーツ部長　一般への貸し出
しも行っていますが、現在は貸し切りで
の団体利用のみ対応しています。今後、
指定管理者が施設独自の予約システ
ムを構築する予定であり、それに合わ
せて、個人利用の貸し出しの準備を進
めています。
議　員　ホームページ上で体育館の
空き状況が確認できないことも指摘さ
れていますが、対応について伺います。
文化スポーツ部長　施設独自の予約
システムの構築に合わせて、利用者が
空き状況を確認できるよう、指定管理
者に指導していきたいと考えます。
議　員　サンダーズの利用が、市民
の利用より優先されることはないか、改
めて伺います。

文化スポーツ部長　サンダーズの利
用が市民より優先されてはいません。
今後も市民利用を優先し、公正公平な
運用を指導していきたいと考えます。
議　員　条例と規則では、時間単位
や個人への貸し出しも可能となってい
ますが、ホームページにはどちらもでき
ないと書かれています。空いている時も
貸し出すことができず、空き状況さえ分
からないという状態を是正するよう、市
長から指定管理者に指導する必要が
あると考えますが、所見を伺います。
市　長　空いている時には市民のみ
なさんが使えるように、また空き状況が
分かるような環境をできるだけ早く作っ
ていきたいと思います。

太田市総合体育館の管理・運営の
是正について

日本共産党　水野　正己

議　員　強戸町エリアが適地であると
選定した経緯と理由について伺います。
産業環境部長　現在、市内の既存工
業団地はすべて分譲済みであることか
ら、新たな産業団地の造成を計画する
ところです。太田強戸スマートインター
チェンジからのアクセス性に優れ、産
業団地として適切な一定規模以上の
面積が確保できることから当該エリア
を選定しました。

議　員　地元では大きな期待がありま
すが、本事業のスケジュールを伺います。
産業環境部長　現時点の目途として
は、令和９年度中に都市計画決定の
手続きを済ませ、10年度より用地買収
し、12年度以降には誘致企業の操業
を考えています。
議　員　計画がスムーズに進むことを

太田強戸スマートインターチェンジ
周辺地域の開発計画とその後について
―インター南東の強戸町に計画された産業
団地について―

　市民の会　尾内　謙一
本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会

最終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

総務企画委員会

■太田市火災予防条例の一部改正に
ついて
説明　急速充電設備および蓄電池設備
などの位置、構造および管理の基準を
規定する省令の改正および消防長が指
定する場所における喫煙所の標識、図記
号などの喫煙等に関する規定の見直し
に伴い、所要の改正を行うものです。
問 全出力200キロワットまでと規定されてい
る急速充電設備などの上限が撤廃され
ることによる影響について伺います。
答 防火安全対策を講じることで火災
のリスクは一定程度抑制されると国が検
証しており影響はないと考えます。
問 蓄電池設備に係る規制対象の見直
しについて伺います。
答 家庭用蓄電池のような10キロワット時以下
の小容量蓄電池設備は規制の対象外と
しますが、容量20キロワット時超は、消防署への

届出が必要となります。なお、10キロワット時超
20キロワット時以下は、安全措置を設けることに
より規制の対象外となります。
審査結果　原案可決

都市産業委員会

■市道路線の廃止及び認定について
説明　市道の1路線77メートルを廃止し、5路
線454メートルを認定しようとするものです。
問 太田吉沢町強戸町1550号線の新
規認定の目的および強戸地区に新設予
定の産業団地との関係性について伺い
ます。
答 本路線は太田土木事務所が進める
主要地方道足利伊勢崎線の拡幅に伴
い隣接道路が南北に分断されてしまうこ
とから、地元との協議の結果、代替道路
として認定されるものであり、新設予定
の産業団地との関係性はありません。
審査結果　原案可決

願いますが、本事業が強戸地区に与え
る効果と将来展望について市長の所
見を伺います。
市　長　将来、西に向かってさらに拡
大していくことができ、非常に好立地で
あると考えます。インターチェンジを持
ち、交通の要所であることから、大企業
でも十分に受け入れることが可能であ
り、大きな希望を持っています。スケ
ジュール通りスムーズに工業団地が完
成するように地域の協力のもと進めて
いきたいと考えています。
■その他の質問
・インターと国道５０号（桐生広沢方
面）を結ぶトンネル道構想について
・インター出入口に隣接した市有地
（旧スケードボードパーク予定地）の
今後の活用について
・インター周辺の主要施設である八
王子山公園（北部運動公園）の更なる
活用について
・太田市運動公園の全面リニューア
ル事業について

な相談が入った場合には、窓口で相談
を受けることもあります。
議　員　伴走支援センターについて、
専用の相談室がない現状です。ひきこ
もりの当事者や家族が相談に来る場
所であり、専用の相談室の確保が必要
と考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　社会支援課や各種相談窓口
について、事務室が非常に狭いことが
課題となっています。相談者の秘密を
守るためにも、専用の相談室を確保し、
ゆとりある環境となるよう、来年度に向
けて十分に検討していきたいと考えま
す。
議　員　伴走支援センターの充実を
図るために、人材確保が非常に重要
な課題と考えますが、所見を伺います。
市　長　今の体制では、潜在的なひき
こもりの人へ対応するには、やはり少な
いと考えます。職員を増員し、各家庭を
訪問できるような環境をつくることがで
きればと考えていますので、そのような
体制を整えていきたいと思います。

委員会では 次の議案を審査しました

2次元コードを読み取ると、議員それぞれの全ての質疑の様子をご覧いただけます。


